
品川阜
稔
池
の
築
造

経請の発展と人々のくらし

明
治
三
十
二
年
に
「
耕
地
整
理
法」

が
制
定
さ
れ

た。

し
か
し、

こ
の
法
律
は
区
画
整
理
事
業
中
心
の

内
容
で
あ
っ
た
た
め、

小
規
模
経
営
を
主
と
す
る
当
時
の
日
本
農
業
に
は

さ
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
同
四
十
二
年
に
は
改
正
が
行
わ
れ、

区
画
整
理
よ

り
も
槌
蹴
設
備
・

水
対
策
の
事
業
を
主
目
的
と
す
る
も
の
に
な
っ
た。

同
時

に、

事
業
主
体
も、

明
確
な
権
利
義
務
を
持
つ
法
人
格
の
耕
地
控
理
組
合
へ

と
改
め
ら
れ
た。

明
治
二
十
七

二
十
人
年、

大
野
原
の
農
民
は
二
年
続
き
の
大
干
ば
つ
に

見
舞
わ
れ
大
き
な
打
撃
を
被
っ
た。

こ
の
こ
ろ
か
ら、

常
習
的
な
水
不
足
を

憂
う
人
々
の
あ
い
だ
で、

新
池
築
造
の
構
想
が
練
ら
れ
始
め
て
い
た。

こ
の

動
き
は、

そ
の
後
好
余
曲
折
を
経
て
大
関
耕
地
整
理
組
合
の
設
立
へ
と
つ
な

が
る
の
で
あ
る。

組「
舎大
E二関

？語
霊童

第4草

「
豊
稔
池
の
築
造』
（
韮
稔
池
土
地
改
良
区）

に
よ
れ
ば、

大
関
耕
地
盤

理
組
合
の
設
立
準
備

委
員
会
と
も
言
う
べ

き
遂
行
委
員
会
が
大

正
三
年
十
月
九
日
に

務大
所野
で〆原
閲八

主事
て 社
い干土

る。

ま
た、

同
年
十

一

月
五
日
に
聞
か
れ

た
委
員
長
・

担
談
役

会
に
お
い
て
組
合
規

約
案
を
審
議
決
定

し、

組
合
名
も
決
定

さ
れ
た。

名
前
の

「
大
関」

は、

定
か

で
は
な
い
が、
「
大」

は
大
野
原
の
大、
「
閃」

は
井
関
池
の
閲
を
意
味
す
る

の
で
は
な
い
か
と
伝
え
ら
れ
て
い
る。

「
大
関
耕
地
整
理
組
合」

は、

大
正
七
年
十
二
月
二
十
七
日
に
設
立
認
可

さ
れ
たロ

こ
の
組
合
は、

当
初、

井
関
池
と
大
谷
池
の
拡
張
を
目
的
と
し
て

い
た
が、

関
係
地
域
が
広
く、

さ
ま
ざ
ま
な
利
害
が
絡
み、

総
論
賛
成
各
論

反
対
で
な
か
な
か
進
展
が
見
ら
れ
な
か
っ
た。

し
か
し、

大
正
十
一

年
の
組
合
会
に
お
い
て、

当
時
の
末
沢
平
吉
組
合
長

に
よ
る
第
一

区
（
井
関
池
地
区）、

第
二
区
（
大
谷
池
地
区）、

第
三
区
（
広
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庄
池
地
区）

の
三
区
制
採
用
と、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
に
よ
る
独
立
事
業
家
が
議
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代

決
さ
れ、
そ
れ

に
続
く
大

野
原
村
評
議
員
加
地
蔵
治
郎

に
よ
る

岡
野

々
新
池

築
造
計
画

の
提
案

に
よ

っ
て、
よ
う
や

く
新

し
い
水
源
獲
得

の
第一
歩

を
踏

み
出
し

た。

近第5稿

豊
稔
池
築

大
正
九
年

の
大
干
ば
つ
時
と
同
様

に、
大
正
十
三
年

の
夏

造
の
過
程

も
空
梅
雨
で

あ
っ

た。
七
月

に
入
っ

て
も
雨

は
降

ら
ず 、

池
の
水

は
洞

れ、
飲
料
水
に
も
こ

と
欠
く
ほ
ど

で、
干
ば
つ

の
脅
威

が
目
前

に
迫
っ
て
い

た。
農

民
た
ち

は、
誰

い
う
と
な

く
三

々
五

々
大
野
原
人
幡
神

社
に
集

ま
っ

た。
小
作
人

を
主

と
す

る
農

民
の
数

は
し
だ

い
に
増
え 、

な
か

な
か
進

ま
ぬ
新
池

築
造
計
画

に
怒
り 、
工
事

の
早
期
着
工

を
訴
え

る
こ

と
を

決
定
し

た
。

彼
ら
は
組
合

や
未
同
意

の
地
主

ら
を
尋
ね

て
早
期
着
工

を
強

く

訴
え

た。
百
姓一
撲
に

も
似

た
こ

の
よ
う
な
農

民
た
ち

の
行
動

は、
そ

の
後

の
勤
き

に
大
き

な
影
響

を
与
え

た
と
思

わ
れ
る。

末
沢
組
合
長
に
代
わ
っ

た
加
地
茂
治
郎

は、
大
正
十
三
年
十
二
月
十
四

日 、
上
京
し

て
香
川
県
選
出

の
三
土
忠

造
（
政
務
官 、
後
農
林
大
臣
）

に
岡

野
々
新
池
築
造
計
画

を
説
明
す

る
と
と
も
区 、
工
事
へ

の
助
成

を
要
請
し

た。
三
土

の
助
言

を、
つ
け

た
加
地
組
合
長

は、
帰
郷
す

る
と
知
事

や
県
議
会

議
員
を
訪
ね 、
田

野
々
新

池
工
事

を
県
営

用
排
水
事

業
と

し
て
実
施
す

る
よ

う論
断
し

た
。

県
議
会

は
そ
の
主
旨

を
了
承
し、
工
事

は
県
営
事

業
（
国
庫

補
助
事
業）
と
し
て
実
施
さ

れ
る

こ
と
が
決
定
し

た。

こ
う

し
て
工
事

は
県
営
事

業
と
な

っ
た
が、
加
地

は
こ

の
工
事

を
救
農
土

木
事
業
と
し

て
考
え 、
地
元
か
ら
人
夫

を
調
逮
し 、
土
木
労
務
者
と
し

て
技

能
を
修
得

さ
せ

る
こ
と 、
建

設
資
金
が
地
元

を
消
す
よ

う
に
配
慮
す

る
こ
と

を
県
に

請願
し
て
い
る 。

な
お 、
加
地
茂
治
郎

に
つ
い

て
は 、
第
五
編
近
代

制

第
六
章
第

五
節

叫

二
項

に
詳

し
い

帥

の
で
参
照

し
て

阻

ほ
し
い。

制

血耳
稔
池
の
設

豊

計
は、
ダ
ム

設

の中
J
計

の
経
験

が
豊

幸
り

工
よ

宮
な
佐

野
藤
治

則

郎
工
学
博
士

写

（一
八
八
九
1

一
九
二

九）
の
指
導

に
よ
っ

た。
一
般

に、
F
ム
は
底
辺

が
厚
く
上
方

が
部

い
安
定
感

あ
る
形
状

が
常
識

で
あ
る
が、
ダ

ム
直
下
か
ら
見
上
げ

る
と、
提

が
履

い
か
ぶ

さ
る

よ
う
に
逆
傾
斜
し

て
い
る
豊

稔
池
の
設
計

は、
当
時

の

人
々
を
驚
嘆

さ
せ

た。

工
事

は
す
べ

て
地
元

の
組
合

が
行

い、
築
挺
材
料

の
石

は
現
地

で
採
掘
し

た。
セ
メ
ン

ト
や
砂

は
海
岸
か

ら
牛
車

で
迎
ぴ 、
農

民
自

ら
足
場

を
組

ん

で
、

四
年

の
歳
月

と一
五
方
人

の
労
力

に
よ
っ
て
築
き
上
げ

ら
れ、
虫

稔
池

は
昭
和
五
年
三
月

に
完
成

し
た。
「
虫

稔
池」
と
い

弓命
名

は、
前
年

の
昭

和
四
年
五
月 、
三
土
忠

造
大
蔵
大
臣 、
浅
利
三
郎
香
川
県
知
事

ら
が
田

野
々

池
を
視
察
後 、
加
地
組
合
長
宅

に
て
行
っ

た
。

田
野

々
生

ま
れ
の
藤
川
松
太
郎

（
元
豊
南
良
協
組
合
長
）

は、
少
年
時

代 、
毎
日 、
豊

稔
池
（
田
野

々
池）
の
工
事
現
場

を
眺
め

な
が
ら
小
学
校
へ

通
学
し

て
い
た
が、
当
時

の
記
憶
と

し
て
「
厳
寒
だ

と
い
う
の
に
急
坂

を
砂
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豊
稔
池
の
築

造
に
よ
り
新

た
な
水
源

は
確
保

さ
れ、
貯
水

の
有
効
利

用
を

図
る
た
め、
昭
和
四
年
か

ら
三
か
年

に
わ

た
り
配
水
状
況

を
調
査

修
正
し

て
昭
和
七
年

に
配
水
機
構

を
確
立
し、
豊

稔
池

普通
水
利
粗
合

（管
理
者
大

野
原
村
長
）
へ
移
管

し
た。
な
お 、
当
時

の
「
か

ん
が
い
支
配
面
積一
覧

表」
に
よ
れ
ば 、

そ
の
面
積
は 、
六
五
O
町
五
反
丸
歩
と
な
っ

て
い
る

（『
讃

岐
の
た
め
池
誌』） 。

昭
和
四
年

の
干
ば
つ

は、
盛

稔
池
の
師四
定
貯
水
に
よ

り
被
害
を
免

れ
る

こ
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と
が
で
き
た。
し
か
し、

昭
和
十
四
年
に
は
歴
史
的
な
大
干
ば
つ
に
見
舞
わ

れ
た。
豊
稔
池
の
築
造
に
よ
る
水
源
供
給
カ
の
強
化
は、
畑
地
か
ら
水
田
へ

の
転
換
を
促
し、
一
一
一
＝
町
七
反
の
新
し
い
水
需
要
を
産
み、

更
に
新
た
な

水
源
開
発
が
必
要
と
な
っ
た。
こ
の
た
め、

新
池
の
築
造
や
水
利
機
構
の
見

直
し、
ニ
菜、
千
歳
両
池
の
拡
張
工
事
な
ど
積
極
的
な
対
応
が
と
ら
れ
た。

ま
た、
地
下
水
も
豊
宮
に
な
っ
た
た
め、
こ
の
こ
ろ
発
明
さ
れ
た
発
動
機
に

よ
る
揚
水
ポ
ン
プ
は、
大
野
原
地
域
で一
五
O
O
台
を
数
え、

県
下
第一
の

常
習
干
ば
つ
村
は
文
字
ど
お
り
豊
稔
村
へ
と
変
身
す
る
こ
と
が
で
き
た。

け

Z
ん

盛
稔
池
堰
堤
の
基
礎
は、
砂
岩
や
頁
岩
層
で
で
き
て
お
り、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
の
基
礎
と
し
て
は
必
ず
し
も
良
質
で
は
な
い。
そ
の
た
め、

昭
和
二

十
二
年
秋
に
は
左
岸
7
1
チ
部
付
け
根
で
亀
裂
漏
水
が
生
じ、

昭
和
二
十
三

年、
二
十
四
年
度
に
県
営
工
事
と
し
て
補
強
を
行
っ
た。
し
か
し、
完
全
な

止
水
に
は
至
ら
な
か
っ
た。

そ
の
後、
豊
稔
池
も
築
造
後
半
世
紀
余
り
を
経
過
し、

昭
和
五
十
年
代
後

半
に
な
る
と
提
体
に
亀
裂・
漏
水
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で、

平
成
の

大
改
修
が
行
わ
れ
る
が、
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は、

第
六
編
現
代
第
四
章
第

四
節
四
項
に
詳
述
さ
れ
て
い
る。

盛
稔
池
の
堰
堤
右
岸
部
に
は、

昭
和
八
年
八
月
建
立
の
虫
稔
池
碑
（
高
吉

三
・
四
メ
ー
ト
ル
幅
五
・
0
メ
ー
ト
ル）
が
静
か
に
立
っ
て
い
る。
題
字
は

三
土
忠
造
鉄
道
大
臣
の
舎
に
よ
る
も
の
で、

碑
の
制
作
は
昭
和
三
十一
年
に

町艇
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
問
国
宝）
と
な
っ
た
機
井
如
民
氏

（
当
時、

香
川
県
工
芸
学
校
教
諭）
で、
銅
板
に
は
築
造
に
至
っ
た
背
景
と

経
緯
が
刻
ま
れ
て
い
る。
台
座
に
は
由
良
石
が
用
い
ら
れ、
そ
の
デ
ザ
イ
ン

と
い
い
こ
の
ダ
ム
に
ふ
さ
わ
し
い
碑
で
あ
る。
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大
谷
池
の
決
壊

大
谷
池
は、
伝
承
に
よ
る
と、
地
蔵
院
中
ノ
坊
十
八
世
鹿

恵
上
人
に
よ
り、
文
明
二
年
（一
四
七
O）
に
築
か
れ
た

と
い
う。
大
谷
池
土
地
改
良
区
が
管
理
運
営
し
て
い
る
池
で
あ
る。

こ
の
池
は、

築
造
後
も
大
野
原
開
拓
の
進
展
に
伴、
つ
用
水
需
要
の
増
加
に

よ
り、

何
度
も
改
修
が
施
さ
れ
た。
「
統
岐
の
た
め
池
誌』
に
よ
れ
ば、

慶

長
三
年
（一
五
九
七）
に
領
主
生
駒
親
正
に
よ
る
錦
上
げ
工
事
と
導
水
路
間

削
工
事
が
始
め
ら
れ、
慶
長
五
年
に
完
成
し
て
い
る。
こ
の
時、

領
主
か
ら

与
え
ら
れ
た
家
紋
（
波
切
り
平）
が
井
関
池
東
余
水
吐
の
岩
盤
に
刻
ま
れ
て

い
る。 ；告

草
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